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第５回 京都 BCP地元金融機関図上訓練 実施要領 

 
1. 目的 

一定の被災想定に基づき、情報集約及び情報提供に関する訓練を参加者分散型で実施することによ

り、手順等の実効性及び使用様式の検証を行うもの。 

「大規模災害発生時における相互支援協定書」（抜粋） 
（平時の連携） 
第 6 条  京都府及び参加金融機関は、大規模災害発生時の相互支援を円滑に行うため、平時から 
 連携して次に掲げる取り組みを行う。 

（2） 相互支援の実効性向上に向けた共同訓練の実施及び対応力強化 

 

2. 実施日時 

平成 30年３月８日 (木)午前 10:00～12日(月)午前 10:00 頃 

 

3. 実施場所 

各金融機関…各本店、京都府…府民生活部 防災消防企画課 

※集合型ではなく、実際の状況に合わせた分散型で実施する 

  ※京都中央信用金庫については、14 店舗の営業店が参加 

 

4. 訓練内容 

（１）発災想定 

平成 30年３月８日(木)午前 10:00 

桃山-鹿ヶ谷断層地震（マグニチュード 6.6）及び郷村断層帯地震(マグニチュード 7.4)の同時発

生 

 

（２）被災想定付与 

京都府から参加金融機関に対して被災想定を付与（被災営業店舗及び店外 ATM、停電状況） 

2回実施(発災直後、発災 24時間後の被害想定) 

 

（３）訓練内容 

※使用様式：様式 7、様式 8・8-1、様式 9・9-1 

 

ポイント 

・当局等への報告 

・情報集約 

・情報提供 
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（４）事前準備事項 

・使用様式の確認（様式 7、様式 8・8-1、様式 9・9-1） 

 ※様式の記載ルール（１行目営業時間、２行目取扱業務、３行目 ATM状況）に従って記入する

こと。 

  ただし、様式 8・8-1において以下の点を修正したため注意されたい。 

  ・見出しについて、「支店名」、「内容」に修正 

  ・窓口営業がなく、店内 ATM も利用不可の場合は、「内容」に「休業中」と記載 

・通信連絡手段の確認（電子メール、FAX） 

 

（５）結果集約 

「第 13 回連携型 BCP に向けた地元金融機関の意見交換会」で意見交換を行う予定としているの

で、アンケートに記入いただき、今回の訓練で把握した手順・様式に関する修正意見を整理して

おかれたい。 

 

（６）訓練内容の照会 

訓練内容の照会については、事務局担当者に行われたい。 

 

以上 


